
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター
平成２２年度に係る業務の実績に関する評価結果（素案）等の修正箇所について

項 目 箇 所 旧 新

Ｐ３評価 素案（ ）
６ 総合評価 さらに、東日本大震災発生時には、宮城県か さらに、東日本大震災に対して、岡山県心のケアチーム
（１）総合的な評定 らの要請を受け全国に先駆けて、災害支援活動 として、全国に先駆けて宮城県に赴いて災害支援活動を展
５～６行目 を展開するなど、強い使命感の下に公的役割を 開するなど、強い使命感の下に公的役割を果たそうとする

、 。果たそうとする姿勢が伺えるものであり、高く 姿勢がうかがわれるものであり 高く評価するものである
評価するものである。

Ｐ５ ・経常収支比率（経常収支／経常費用）が114.9 ・経営管理指標について、公立病院としての役割を充分果
６ 総合評価 ％から105.4％へ、医業収支比率（医業収益／ たしつつ良好な水準を維持しているものの、共済の追加
（２）中期計画の各項目 医業費用）が100.3％から96.4％へ、人件費比 費用等により、前年度に引き続き後退している。

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度ごとの評定 率（総人件費／医業収益）が69.0％から74.3
経常収支比率（経常収益／経常費用） 125.1％ 114.9％ 105.4％Ⅴ財務内容の改善 ％と前年度に引き続き後退している。
医業収支比率（医業収益／医業費用） 108.0％ 100.3％ 96.4％ウ 評価した項目
人件費比率 総人件費／医業収益 62.1％ 69.0％ 74.3％② 特筆すべき項目 ( )

２行目

項 目 箇 所 旧 新

Ｐ３７ 将来的に必要となる人的資源への投資等によ 県からの運営費負担金の減額による収入減、共済の追加最小項目別
第５ 財務内容の改善に るものではあるが、昨年度に引き続き経営管理 費用負担による支出増、将来的に必要となる人的資源への評価 素案（ ）

関する事項 指標が後退していることから、法人自己評価に 投資等によるものではあるが、昨年度に引き続き経営管理
対して一段低い評価とした。 指標が後退していることから、法人自己評価に対して一段

委員会参考意見 低い評価とした。


